
 

大畑美紀議員 

「黒い雨」指定地域の拡大を求める意見書 
議員提案 全会一致で採択 

これまでの宇田降雨図による「黒い雨」降雨指定地

域は実情を反映していないとして、指定地域の拡大を

求める声が大きくなっています。昨年４月に示された

降雨推定区域図には廿日市市の一部が含まれており、

眞野市長は７市町の首長とともに「降雨地域の拡大を

求める」要望書を提出しています。 

指定地域外の廿日市市でも佐方や玖島、永原など、

方々で「黒い雨にあった」との証言が聞かれます。 

調査をし、実情に即した地域指定にすべきです。 

同じく議員提案で「農作業事故を撲滅するための法

整備を求める意見書」も全会一致で採択されました。 

 

賀賀
正正  

 

 
 

◆
公
民
館
条
例
等
改
正
４
月
か
ら 

火
葬
場
使
用
料
、
吉
和
公
民
館 

使
用
料
な
ど
が
引
き
上
げ
に 

 

原
価
計
算
し
見
直
し
た
結
果
、
吉
和

公
民
館
大
会
議
室
の
使
用
料
が
、
夜
間

使
用
で
１
６
８
０
円
↓
改
定
後
２
０
２
０

円
に
。
ま
た
、
火
葬
場
使
用
料
は
一
体

７
５
０
０
円
↓
改
定
後
１
０
０
０
０
円
に
。

さ
い
き
ホ
ー
ル
は
舞
台
の
み
の
使
用

料
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
河
川

等
占
用
料
の
改
定
な
ど
賛
成
で
き
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本

共
産
党
市
議
団
は
「
目
的
を
も
っ
て
税

金
で
作
ら
れ
た
施
設
で
、
原
価
を
市
民

に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
や
、
原

価
を
厳
密
に
計
算
し
な
が
ら
１
時
間

使
用
で
も
４
時
間
使
用
で
も
同
じ
料

金
と
い
う
時
間
区
分
設
定
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。
吉
和
公
民
館
で

は
、
定
期
活
動
団
体
が
、
使
用
料
が
高

す
ぎ
る
た
め
、
他
の
施
設
へ
移
っ
て
い

る
例
も
あ
る
。
市
民
の
活
動
を
阻
害
す

る
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
」

と
反
対
し
ま
し
た
。 

▽
な
お
、
条
例
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
民

館
の
登
録
団
体
の
激
変
緩
和
措
置
（
２
分
の

１
減
免
）
は
来
年
度
も
延
長
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
使
用
料
は
無
料
に

な
り
ま
す
。
（
例
え
ば
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

町
内
会
、
社
協
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
文
化
協
会

な
ど
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
そ
の
他
の
団
体
も
、
使
用

目
的
に
よ
っ
て
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
） 

 ◆
市
職
員
給
与
、
期
末
・
勤
勉
手
当

減
額 人

事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給
与
、
期

末
・
勤
勉
手
当
の
額
を
引
き
下
げ
る
も

の
で
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
「
公

務
員
の
給
与
カ
ッ
ト
で
状
況
が
良
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
今
す
べ
き
こ
と
は
、

賃
金
を
保
障
し
内
需
拡
大
を
図
る
こ

と
。
公
務
員
攻
撃
は
結
果
と
し
て
市
民

の
生
活
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

◆
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長 

 

市
議
の
期
末
手
当
減
額 

職
員
手
当
の
減
額
割
合
に
準
じ
減
額

し
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
賛
成

し
ま
し
た
。 

 ◆
市
議
の
費
用
弁
償
は 

交
通
費
実
費
支
給
に 

議
員
提
案
で
、
日
額
１
５
０
０
円
の

費
用
弁
償
を
、
往
復
距
離
（
㎞
）×

37
円

に
変
更
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
１
５
０
０
円
の
支
給
算
定
根
拠
の

な
さ
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
廃
止
を
求
め

て
お
り
、
一
定
の
改
善
が
な
さ
れ
た
た

め
、
賛
成
し
ま
し
た
。 

条

例

改

正

 

弁
護
士
が
対
応
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を  

補

正

予

算

 

大野地域の防災行政無線設備更新工事

（デジタル化）   屋外拡声子局 66 局  
戸別受信機 デジタル 370 台 アナログ 28 台 ほか  

請負金額 2億 8350万円 
請負者 三菱電機（株）中国支社  
渡の瀬地区には、佐伯支所の親局から配信し

ます。佐伯支所の設備がアナログのため、アナ

ログ受信機を各戸に整備します。 
 

渡の瀬地区に防災行政無線
がつきます 

 

予
防
接
種
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
委

託 
 
 
 
 
 

１
４
２
９
万
５
千
円 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
料
は
廿
日
市
市

で
は
３
６
０
０
円
で
す
。 

 

子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種 

２
６
９
３
万
７
千
円 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
中
学

１
年
〜
高
校
１
年
の
女
子
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
０

歳
〜
４
歳
が
対
象
で
無
料
で
す
。 

12月議会報告 
１２月７～２１日 

  

２０１１年元旦 宮島口で街頭宣伝  
大畑美紀（左）・植木京子（右）両市議 

 

今
年
も 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す 

２
０
１
１
年
１
月 

日
本
共
産
党 

廿
日
市
委
員
会 

 

植木京子議員 

 

西部地区事務所 
37－0171 

2011年新年号 
１月９日 

 日本共産党 
廿日市市委員会 
植木京子 
大畑美紀 

 

日
本
共
産
党 

無
料
生
活
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜
日 

午
前
10
時
か
ら 

場
所 

西
部
地
区
事
務
所
（宮
内
４
２
８
２
の
１
） 

新
は
つ
か
い
ち 



 

◆ＴＰＰの影響◆ 

（農水省の試算） 

●農業生産額   

４兆１千億円減少 

●農業自給率   

１４％に低下 

●農業の持つ多面的機能 

   ３兆７千億円喪失 

●雇用     

３４０万人減少 

●実質ＧＤＰ  

７兆９千億円減少  

 

大
畑 

現
在
、
内
閣
府
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討
中
の
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
子
ど
も
園
を
一
体
化
し
て
「
子
ど
も

園
」
と
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
保
育

は
市
場
化
さ
れ
、
保
護
者
が
自
己
責
任
で
事
業
者
と
直
接
契
約

し
て
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
」
仕
組
み
に
な
る
。
規
制
緩
和

で
保
育
所
最
低
基
準
も
撤
廃
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
保
育
園
、

幼
稚
園
、
双
方
か
ら
質
の
低
下
を
懸
念
す
る
声
が
出
て
お
り
、

幼
保
一
体
化
で
現
場
は
混
乱
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
へ
の
市
町
村
の

責
任
が
な
く
な
る
問
題
や
、
直
接
契
約
、
規
制
緩
和
に
よ
り
、

保
育
の
質
が
低
下
す
る
懸
念
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

 答
弁 

松
田
福
祉
保
健
部
長 

「
（
仮
称
）
子
ど
も
園
」
で
は
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
現
行
制

度
の
課
題
で
あ
る
二
重
行
政
の
解
消
、
財
政
措
置
や
利
用
者
負

担
の
公
平
性
の
確
保
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
小
規
模
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

児
童
の
安
全
と
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
と
い
う
本
市

の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
き
た
い
。 

大
畑 

市
は
、
大
野
西
小
学
校
と
大
野
中
学
校
の
一
体
型
小

中
一
貫
校
整
備
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
て

い
る
が
、
一
貫
校
の
教
育
的
効
果
は
未
検
証
で
あ
る
。
子
ど

も
と
学
校
現
場
で
生
じ
て
い
る
様
々
な
問
題
は
、
一
貫
校
に

す
る
よ
り
以
前
に
、
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
勧
告
に

沿
っ
た
改
善
で
、
多
く
が
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
一

貫
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
場
か
ら
、

一
貫
校
に
す
べ
き
だ
と
い
う
声
は
あ
っ
た
の
か
。 

 

答
弁 

今
橋
教
育
長 

 

６
・
３
年
間
で
途
切
れ
が
ち
な
指
導
を
、 

中
学
校
区
の
教
職
員
が
連
携
協
力
し
改
善 

を
図
れ
る
な
ど
、
学
校
現
場
で
は
小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
小
・
中
の
節

目
が
な
く
な
り
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
や
進
学
の
充
実
感
が

な
く
な
る
可
能
性
や
、
小
学
生
が
中
学
生
を
怖
が
る
の
で

は
、
組
織
文
化
・
習
慣
の
違
い
の
調
整
に
時
間
が
か
か
る
の

で
は
、
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
連
携
協
力
す
る
こ
と
や
、

メ
リ
ッ
ト
を
伸
ば
す
こ
と
で
対
応
で
き
る
。 

大
畑 

菅
首
相
が
参
加
検
討
を
表
明
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
、
も
し
日
本
が
参
加
す
れ
ば
、

日
本
の
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
第
１
次
産
業
や
そ
の

関
連
産
業
、
地
域
経
済
や
消
費
者
に
も
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
。
も
し
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
本

市
の
産
業
構
造
、
市
民
の
食
・
生
活
等
に
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
市
民
生
活
に
甚
大
な
損
失
を
与
え
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
、
市
長
と
し
て
反
対
表
明
を
。 

 

答
弁 

眞
野
市
長 

生
産
条
件
不
利
な
中
山
間
地
を
抱
え

る
本
市
で
も
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
11
月

18
日
の
全
国
市
長
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
に
あ
た
っ
て

は
、
農
業
農
村
整
備
や
、
農
業
自
給
率
向
上
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
関
係
者
の
意
見
を
ふ
ま
え
慎
重
に

対
処
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
た
。 

ま
だ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
東
ア
ジ
ア
の
み
の
貿
易
協
定
も
、
問
題

が
あ
り
、
や
り
切
っ
て
い
な
い
と
い
う
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ

う
な
20
数
カ
国
で
本
当
に
自
由
化
で
き
る
の
か
、
非
常
に
問

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
十
分
考
慮
し
て
、
慎
重
な
国
民

的
議
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。 

大
畑 

昨
年
度
「
廿
日
市
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
が
策
定

さ
れ
た
が
、
鳥
獣
被
害
の
現
状
を
ふ
ま
え
た
見
直
し
と
、
取

り
組
み
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。 

①
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
外
来
生

物
へ
の
早
急
な
対
策
を
。 

②
防
除
用
施
設
や
捕
獲
物
の
利
用
、
研
修
会
開
催
、
捕
獲
技

術
者
養
成
、
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
強
化
と
同
時
に
、
鳥
獣

が
里
に
出
ず
に
生
息
で
き
る
森
林
環
境
整
備
を
。
国
や
県
に

対
し
て
支
援
強
化
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

田
中
環
境
産
業
部
長 

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
増
や
、
カ
ワ
ウ
に
よ
る
水
産
被
害

な
ど
新
た
な
鳥
獣
被
害
も
発
生
、
今
後
生
息
状
況
調
査
を

し
、
被
害
防
止
策
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

①
市
内
で
被
害
確
認
が
あ
れ
ば
、
被
害
防
止
計
画
を
変
更
し

て
、
適
切
に
対
応
し
た
い 

②
全
国
市
長
会
で
、
森
林
の
生
態
系
等
環
境
問
題
と
も
連
携

し
た
駆
除
・
防
除
対
策
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
、
財
政

支
援
の
充
実
を
国
に
求
め
た
。
捕
獲
駆
除
と
あ
わ
せ
、
捕
獲

者
の
育
成
確
保
、
研
修
会
な
ど
の
実
践
活
動
の
充
実
、
耕
作

放
棄
地
対
策
や
森
林
整
備
の
強
化
な
ど
複
合
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
議
員
の
提
案
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
被
害
防
止
対
策
の
充
実
に
努
め
る
。 

大
野
西
小
・
大
野
中 

一
体
型
一
貫
校
整
備 

 

 

教
育
的
効
果
は
？
？ 
 
 
 
 
 
 

先
に
す
べ
き
こ
と
が  

 

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を 

「子ども・子育て新システム」
で保育の質は守れるのか 

農
業
、
市
民
生
活
に
大
打
撃
を
与
え
る 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を 

大畑美紀議員の一般質問 

 

 

 


